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　2006 年 7 月 1 日、パリから急行列車で 2 時間半の地、フランス中央部
オーヴェルニュ地方の小都市ムーランに国立舞台衣装装置センター（Cen-
tre national du Costume de scène et de la scénographie、以 下 CNCS）
が開館した。フランス国立図書館（Bibliothèque nationale de France、
以下 BnF）、コメディ＝フランセーズ（Comédie-Française）、パリ・オペ
ラ座（Opéra Nationale de Paris）の 3 組織が所蔵していた衣装およそ






1）　主に欧州の団体が加盟する国際演劇図書館博物館連盟（SIBMAS: Société Internationale 
des Bibliothèques et des Musées des Arts du Spectacles/International Association of Li-
braries and Museums of the Performing Arts）には 2008 年 2 月現在 29 カ国 149 団体が
加盟する。また SIBMAS の調査によれば広義の舞台芸術に関する資料を有すると回答した
施設は世界で 7000 団体に及ぶという。このほか欧州の演劇博物館の現状については、拙論















ment de la Musique）にあり、パリ・オペラ座およびオペラ・コミック
座の四世紀にわたる資料その他を有するオペラ座博物館図書館（Biblio-
thèque-musée de l’Opéra: 以下 BmO）は、BnF 音楽部に付属する施設で
ある 2）。
　また、いわゆる“博物館（musée）”の名称を持つ施設は少数派であり、
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う施設は、人形劇等を除けば、BnF 舞台芸術部に属するアヴィニョンの

















　CNCS は、2005 年 12 月に 1901 年法に基づく非営利団体「国立舞台衣
3）　2009 年 6 月に 10 年ぶりにリニューアル・オープンしたリヨンにあるガダーニュ博物館
（Musée Gadagne）に 併 設 さ れ て い る 世 界 人 形 劇 博 物 館（Musée des Marionnettes du 
Monde; 閉館時期が異なり 6 年ぶりの開館）など、歴史民俗博物館にも分類されるものなら
ばこれまでも存在した。
4）　CNCS に つ い て は、Arrêté portant création de l’établissement public de coopération 
culturelle dénommé: Centre National du Costume de Scène et de la Scénographie, 
n  ﾟ1313/2008（n  ﾟ2008─48bis）, et Statuts, annexés à l’arrêté n  ﾟ1313 du 26 mars, le 26 
mars 2008、Récépissé de Déclaration de création de l’Association n  ﾟ0032005490, le 15 
décembre 2005、J.O. le 7 janvier 2006、Organigramme du CNCS（le 3 septembre 2009）、
施 設・活 動 に つ い て は Dossier de Presse, 2008、Dossier de Presse, “exposition 《Rudolf 
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装装置センター設立準備協会」（Association de préfiguration du Centre 
national du Costume de scène et de la scénographie）として発足、2009
年 1 月 1 日 5）からは文化協力公施設法人（Établissement public de co-
opération culturelle: EPCC）となった。EPCC は、文化芸術活動の特性
を考慮して 2002 年に創設された新しい枠組みである。それまでの制度で
は、有期限の特定の活動に限定されていたり（公益団体 Le groupment 









各組織からの代表者 15 名から構成される理事会 7）によって経営・運営に
Noureev》”, Centre national du costume de scène, 2009、PINAZA Delphine, “Le centre 
national du Costume de scène de Moulins”, Revue de la Société des Amis du Musée de 
l’Armée, n  ﾟ135, 2008, pp. 38─44（上記資料はすべて Delphine Pinaza 館長代理より提供さ
れた）のほか、各利用案内（パンフレット）、Pinaza 館長代理とのインタビュー、CLAIRE 
Rémond, Le Quartier Villars en scène, ou la reconversion d’une ancienne caserne mili-
taire en Centre National du Costume de Scène, Travail personnel de fin d’étude, Ecole 
d’Architecture de Clermont-Ferrand, 1996、CNCS 公 式 ホーム ページ http : //www.cncs.
fr/ お よ び Maison des Musée de France ホーム ページ http : //www.museesdefrance.org/
museum/serialize/backnumber/0609/museum.html を参照した。なお CNCS のフランス語
表記はそれぞれ原表記に従った。
5）　2008 年 3 月 26 日協定締結。
6）　Loi du 4 janvier 2002 によって創設され、地方自治体法 Code général des collectivités 
territoriales（la loi du 22 juin 2006 による改正法）の適用を受ける。2006 年の改正により
BnF やオペラ座のような国立の施設が容易に協定当事者となれるようになった。RENAR 
Ivan, Rapport d’information fait au nom de la commission des Affaires culturelles sur 
l’application de la loi n  ﾟ2002─6 du janvier 2002 relative à la création d’établissements 
publics de coopération culturelle（EPCC）, Sénat, session ordinaire de 2005─2006 参照。
7）　理事会メンバーは、国の代表 4 名、市 2 名、県および 3 団体各 1 名、有識者 4 名、CNCS
職員代表（職員間の選出）1 名で、議決権 23 票のうち、国の代表のみ各 3 票が与えられ
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　CNCS はカルティエ・ヴィラールと呼ばれる 18 世紀中葉に作られた 4
ヘクタールもの広大な騎兵隊の敷地跡地に作られている。CNCS の施設
はそれぞれ 4 階建ての博物館棟と収蔵庫棟からなるが、博物館棟はその旧
（計 12 票）、他は各自 1 票を持つ。
8）　初代理事長は Christian Lacroix、現在は Thierry Le Roy。












　博物館棟の各フロアはおよそ 1500 ㎡の広さがある 9）。4 階部分は現在
未改修で使用されていない。1 階は、全体のおよそ 3 分の 2 がパブリッ
ク・スペース（913 m2）としてエントランス・ホール、受付（チケット売
り場）、ショップ（書籍、カタログ、グッズ）、カフェ・レストラン、オー
ディトリアム（100 人収容）に当てられている。残りの 3 分の 1 は作業用
の空間である。







で（1 階のオーディトリアムと同じ大きさ）、高さも 2 メートルあり、天
井にはすのこが設えられ、舞台同様にドロップや舞台装置の吊り物が可能
9）　各空間の広さは 2009 年 9 月 3 日時点で最新の図面による。
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の開館以来 3 年間で 8 本の展覧会が行われ 10）、2009 年 3 月までの入場者
数は 17 万 5 千人を超えた 11）。
??????????????????????????
　3 階は管理運営部門のほか、ドキュメンテーション・センター（図書
室）（476 m2）と教育プログラムのための研修室 4 室（延べ 410 m2）があ
る。





10）　“Bêtes de scène”（2006. 7. 2─11. 5）, “Théodore de Banville et le théâtre”（2006. 11. 11─
2007. 1. 7）, “J’aime les militaires”（2007. 1. 20─2007. 5. 13）, “Christian Lacroix, costumi-
er”（2007. 6. 3─11.11）, “Jean Paul Gaultier-Régine Chopinot: le Défié”（2007. 12. 1─2008. 
4. 27）, “Costumes des Mille et une Nuits”（2008. 5. 17─11. 11）, “Au fil des fleurs, scènes 
de jardins”（2008. 12. 6─2009. 4. 19）, “Rudolf Noureev”（2009. 5. 9─11. 11）.
11）　Dossier de Presse, op. cit., 2009, p. 3.



















をモチーフに、19 テーマが設定され、週 4 日、平日は 2 本、土曜日は 3
本のアトリエが行われた。また、より高度なワークショップ（スタージ
















し、生地の保存に最適な温度 18℃、湿度 55% が常に保たれている。この
空調設備には地下水を利用することでコスト面にも配慮している。
























ニエの 3 カ所に保管されており、そのうち CNCS に寄託されたのは、そ
の約 5〜6％ にあたる、パリ・オペラ座およびオペラ・コミック座の公演







点を数えるが、そのうち 1925 年から 2001 年までに上演された作品の衣装
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12）　Dossier de Presse, op. cit., 2009, p. 4.
13）　Statuts, annexés à l’arrêté, n  ﾟ1313 du 26 mars 2008, Tit. 1er, Art. 3, le 26 mars 2008.
14）　一定の基準を満たすことで「ミュゼ・ドゥ・フランス」の称号の使用を認められた国公
立・私立、財団などの美術館・博物館の総称。文化省フランス博物館局 Direction des mu-
sées de France（DMF）の管轄下に置かれる。「ミュゼ・ドゥ・フランス」を定めた 2002
年 1 月 4 日法（一般に「博物館博法」と呼ばれ、のち「文化財法」と改称）によって従来
の「指定」「登録」博物館制度は廃止され、博物館の意義が公式に再定義された。




















































































18）　BERGERON Cathrine,《Un regard recent sur la protection des costumes et acces-
soires》, publié dans le cadre du Colloque organisé par le Servic de formation du Barreau 
du Québec sur le thème Développements recents en droit du divertissement（2005）, 
Publication 333, Leger Robiv Richard, S. E. N. C. R. L. 2005、ROY Véronique, Le droit 
d’auteur sur la mise en scène, Mémoire présenté à la Faculté des études supérieures en 
vue de l’obtention du grade de Maître en droit, Option Droit des téchnologies de 
l’information, août 2006, Les Electronica, vol. 11, n°3, Hiver/Winter 2007, pp. 85─86、野
村義雄『著作物論百考』著作権資料協会、昭和 44 年、21─22 頁。
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分野で始められ、国定演劇センター（CDN: Centre dramatique natio-
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られている。文化財を保存する博物館であるとともに、それを活用するセ
ンターとしての役割を、CNCS はみずからに課しているのである。
　CNCS が誕生したことで、舞台衣装が後世に残される余地は広がった。
しかしそこではつねに選別が行われることも意味している。一回性の、そ
して現在進行形の舞台芸術の一構成要素であるという特性を大前提としつ
つ、何に価値を認め、いかに遺していくのか。それが舞台芸術の歴史にお
いて、その芸術性において、その国の、あるいは人類の文化の歴史の中で、
いかなる価値を持つものなのかを評価し提示していかなくてはならない。
公的な博物館であることは、つねにこの問題と向き合うことを意味する。
CNCS の今後の成果は、その答えであるとともに、おそらくは舞台芸術
に対するひとつの意思表明ともなるだろう。
（身体表象文化学専攻　助教）　
